
シリーズ
なんなん？食育No.１４

学校給食は生きた教材です
 
仁
尾
小
学
校
学
級
活
動
（
２
年
生
）

「
お
は
よ
う
う
ん
ち
を
し
よ
う
パ
ー
ト
２
」

ビーンズドライカレー

仁尾町学校給食センター

材
料
（
4
人
分
）

夏バテを吹き飛ばそう！
　

　　　ご飯にかけてもパ
ンにはさんでもおいしい

です。

大豆（乾)   �

牛ひき肉   �

豚ひき肉   

にんじん   �

たまねぎ  �

ピーマン 

作　

り　

方

① 大豆はもどす。（水煮５０ｇを使ってもよい）

② 野菜は、みじん切りにする。

③ 鍋に油を入れて、ひき肉、野菜をよく炒めて、

　 調味する。

④ 大豆を入れて、しばらく煮込む。

⑤ 茶こしなどで小麦粉を振り入れる。

にんにく    �

しょうが    

植物油

ウスターソース

トマトケチャップ�

チキンコンソメ

カレー粉

食塩

こしょう

小麦粉

メニュー紹介
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給食は野菜が
たくさん！

72-5039

72-5497

72-5024

一般用

少年相談
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昭
和
１６
年
、
三
豊
の
風
物
詩
大
坊
市

が
終
わ
っ
た
１１
月
末
、
海
軍
に
よ
る
詫

間
海
軍
航
空
隊
建
設
の
た
め
、
香
田
、

新
浜
地
区
等
の
１
３
６
戸
の
住
宅
が
立

ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
移

転
と
い
っ
て
も
現
代
の
機
械
作
業
と
違

い
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。
ス

コ
ッ
プ
や
モ
ッ
コ
を
使
っ
た
人
力
に
よ

る
も
の
で
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
移
転

作
業
を
し
ま
し
た
。
航
空
隊
用
地
の
南

側
の
山
手
斜
面
に
移
転
し
た
人
た
ち
は
、

ま
ず
斜
面
を
平
ら
に
す
る
作
業
か
ら
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在

で
も
こ
の
地
区
で
は
住
宅
や
畑
に
石
積

み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
詫
間
海
軍
航
空
隊
は
昭
和
１８
年
６
月

１
日
に
水
上
機
の
基
地
と
し
て
開
隊
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
１９
年
９
月
に
は
国
内

の
水
上
機
の
本
部
で
あ
っ
た
横
浜
海
軍

航
空
隊
の
主
力
部
隊
が
移
っ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
２０
年
４
月
に
は
全
飛
行
艇
部

隊
を
集
結
、
水
上
機
の
一
大
作
戦
基
地

と
な
り
ま
し
た
。
同
月
末
か
ら
は
神
風

特
別
攻
撃
隊
が
４
次
に
わ
た
り
出
撃
、

約
６０
名
の
若
い
兵
士
が
散
華
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
跡
地
に
は
当
時
を
し
の
ば
せ

る
構
造
物
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
水

上
機
や
飛
行
艇
を
基
地
か
ら
瀬
戸
内
海

に
降
ろ
す
た
め
の
『
斜
路
』
と
呼
ば
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
構
造
物
が
３
基

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
、ま
た
総
延
長
２,
５
０
０

ｍ
で
あ
っ
た
防
空
壕
の
入
り
口
も
１０
個

所
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
悲
し
い
戦
時
中
の

出
来
事
を
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
し
て

後
世
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　給食時間は楽しく食事をする生
活の場であるとともに、望ましい

食習慣を形成する教育活動の場でもあります。それは、栄養バランスのとれ
た給食を毎日食べてその大切さを学んだり、友達と協力して楽しく食事をし
たりする実践の場であるからです。そのために、教科などで学習している食
に関する指導の内容を、指導時期に合わせて献立に取り入れたり、給食を基
に健康な食生活を学んだりしています。教材として役立つ学校給食となるよ
うに、毎日の給食作りを大切に取り組んでいこうと心がけています。

　
今
月
は

『
白
ポ
ス

ト
』
に
つ

い
て
お
知

ら
せ
し
ま

す
。『
白
ポ

ス
ト
』
は
、

青
少
年
の

目
に
触
れ
さ
せ
た
く
な
い
図
書
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
集
め
る
目
的

で
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
、
本
年
度
見
直
し
を
し

１７
カ
所
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
す
。

財
田
…
J
A
財
田
上
支
所
横

　
　
　
み
よ
し
ス
ト
ア
ー
横
　
　
　
　

　
　
　
川
上
公
民
館
横

山
本
…
旧
山
本
バ
ス
停
横

　
　
　
財
田
川
河
川
敷

　
　
　
神
田
公
民
館
駐
車
場

豊
中
…
J
R
本
山
駅
横

　
　
　
三
豊
市
役
所
前

 
 
 
J
R
比
地
大
駅
前

高
瀬
…
マ
ル
ナ
カ
駐
車
場
横
　
　
　
　

　
　
　
高
瀬
町
図
書
館
横

三
野
…
イ
ン
パ
ル
み
の
駐
車
場

　
　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

詫
間
…
J
R
詫
間
駅
前

　
　
　
武
道
館
横

仁
尾
…
仁
尾
支
所
前

　
　
　
総
合
文
化
会
館
横

　
昨
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
有
害
図
書
　
　
　
　

４
、７
０
３
冊
 
 
 
 
 

　
有
害
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
、０
１
３
個

　
今
後
と
も
青
少
年
の
健
全
育
成
に
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼

朝ごはん

も、給食と同じ

くらい野菜をたく

さん食べるとい

いよ！

終
戦
記
念
日
に
よ
せ
て

忘
れ
な
い
で
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史

〜

詫
間
海
軍
航
空
隊

〜
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

診
断
基
準

●
腹
囲
測
定
（
へ
そ
の
高
さ
）
　
　
　
　�

　
男
性
な
ら
８５
セ
ン
チ
以
上
　
　
　

　
女
性
な
ら
９０
セ
ン
チ
以
上

　
　
だ
と
内
臓
肥
満
の
疑
い
が
あ
り
ま
す

＋

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

購 

入

保 

管

使 

用

廃 

棄

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

毒
物
・
劇
物
に
よ
る

危
害
の
発
生
防
止
の
た
め
に

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

電
気
は
正
し
く
安
全
に

　
　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う

　
次
の
う
ち
２
つ
以
上

●
中
性
脂
肪
１
５
０
mg
／
dl
以
上
、ま
た

　
は
、　
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
４０�
mg
／

　
dl
未
満

●
収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧
）
１
３
０

　
mm�
Hg
以
上
、
ま
た
は
、
拡
張
期
血
圧 

　（
最
低
血
圧
）
８５�
mm�
Hg
以
上

●
空
腹
時
血
糖
値
１
１
０
mg
／
dl
以
上

����

　
内
臓
肥
満
に
加
え
、『
高
脂
質
』『
高
血
圧
』

『
高
血
糖
』
の
３
つ
の
う
ち
２
つ
以
上
持

っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
（
次
表
参
照
）。

お
な
か
ま
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
は
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
て
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

����

　
　
　
　
　
　

��������

　
当
て
は
ま
る
人
は
、
ふ
だ
ん
の
食
生
活

の
見
直
し
や
、
継
続
し
て
で
き
る
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
　
☎
６２
・
１
１
２
２

�

必
要
以
上
の
毒
物
・
劇
物
は
購

入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
毒
物
・
劇
物
を
購
入
す
る
場
合
は
、

法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
毒
物
・
劇
物
は
、
販
売
業
の
登
録
を

受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
販
売
し
た
り
譲

っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

盗
難
に
あ
っ
た
り
紛
失
し
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
鍵
の

　
　
　
　
か
か
る
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　
盗
難
、
紛
失
の
場
合
は
、
直
ち
に
警

察
署
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
誤
飲
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
飲
食
物
の

容
器
に
移
し
替
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ
う

　
万
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

（
治
療
の
際
、
参
考
に
な
る
の
で
、
使

っ
た
毒
物
・
劇
物
の
容
器
は
そ
の
場
で

捨
て
な
い
こ
と
）

毒
物
・
劇
物
に
該
当
し
な
い
も

の
に
し
て
か
ら
廃
棄
し
な
け
れ

　
　
　
　
ば
な
り
ま
せ
ん

　
自
己
処
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
知

事
の
許
可
を
受
け
た
廃
棄
物
処
理
業
者

に
委
託
（
有
償
）
し
、
適
正
に
廃
棄
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
課

　
☎
２５
・
４
３
８
３

・
応
急
処
置
な
ど
の
緊
急
情
報
の
提
供
は

　(

財)

日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　  

大
阪
中
毒
１
１
０
番

　
☎
０
７
２
（
７
２
７
）
２
４
９
９

　
　
　
　
　
　
３
６
５
日
　
２４
時
間
対
応

・
食
中
毒
（
細
菌
性
）、
慢
性
の
中
毒
、
小

石
・
ビ
ー
玉
な
ど

の
異
物
誤
飲
は
医

療
機
関
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　　
夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え
に
、

暑
さ
で
汗
を
か
き
や
す
く
な
る
た
め
、
感

電
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
ぬ
れ
手
に
電
気
」
「
ぬ
れ
手
に
プ
ラ
グ
」

が
危
険
な
こ
と
は
、
分
か
っ
て
は
い
て
も

う
っ
か
り
差
し
込
み
プ
ラ
グ
な
ど
に
ぬ
れ

手
で
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
電
気
製
品
を
扱
う
と
き
は
、
手
を
よ
く

ふ
い
て
か
ら
取
り
扱
う
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　(

財)

四
国
電
気
保
安
協
会
観
音
寺
事
業
所

　
☎
２５
・
６
２
４
４

���

　
大
規
模
災
害
時
に
は
交
通
網
の
寸
断
に

よ
り
、
消
防
防
災
機
関
の
災
害
現
場
へ
の

到
着
や
医
療
機
関
へ
の
患
者
搬
送
が
遅
れ
、

広
範
囲
な
被
災
地
域
す
べ
て
に
公
的
な
防

災
機
関
の
対
応
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
災
直
後

の
初
期
消
火
活
動
や
救
出
活
動
を
、
地
元

住
民
の
皆
さ
ん
に
担
っ
て
い
た
だ
く
事
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
、
地
域
に
密
着
し
た
自
主
防
災
組
織

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

災
害
を
想
定
し
た
情
報
の
収
集
伝
達
や
避

難
誘
導
、
救
出
救
護
等
の
訓
練
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
広
域
的
で
効
果
的
な
活
動

を
可
能
に
す
る
た
め
、
地
域
の
消
防
団
や

事
業
所
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
近
隣
を
は

じ
め
広
域
の
自
主
防
災
組
織
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
よ
り
総
合
的
に
防
災
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
観
広
域
北
消
防
署

　
☎
７２
・
２
１
１
９

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

 
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を

　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？


